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　化学プローブとは、観測したい分子と結合または反応することで
その特性が変化し、標的分子の活性や濃度などを可視化する化合物
である。我々はこれまでに、独自の分子設計に基づき、がんで亢進し
ている酵素活性を標的とした蛍光プローブ、自発的な明滅を繰り返す
超解像蛍光イメージングプローブ、細胞内還元物質を検出可能な蛍光
プローブなどを開発し、その有用性を示してきた。またごく最近、
ラマン信号を制御する分子設計法を確立し、細胞内の複数の酵素活
性を異なるラマンシフト値で同時検出可能なactivatableラマンプ
ローブの開発に成功した。本講演では、我々が独自に設計・開発し
てきた化学プローブの設計と応用について紹介する。
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